
１．サロンを知ったきっかけ（複数回答可） （単位：人）

1 大学コンソーシアム大阪からの案内 10

2 所属先からの案内 2

3 大学コンソーシアム大阪 ホームページ 0

4 その他 2

２．参加動機（自由記述）

・

・ 自治体等が抱えるニーズの情報収集のため。（他１件）

・ 地域連携事業の参考にしたいため。

・ 以前、訪れた際に市民利用の高さに感銘を受けた。多くの市民・近隣大学との関係性をどう築いたのか知りたいため。

・ 社会教育士として地域課題解決に向けた連携について興味があるため。

・

・

・ 大学等との連携担当をしていおり、施設に興味があるため。

・ 大変興味があり、交流したいため。

（単位：人）

1 満足 8

2 概ね満足 1

3 やや不満 0

4 不満 0

（単位：人）

1 とても参考になった 8

2 参考になった 1

3 あまり参考にならなかった 0

4 参考にならなかった 0

・ 話を通じて自大学が抱える地域連携に関する課題について意見を聞けたため。

・ 市民と本気で向き合って来た市職員の話は迫力があった。

・ 現場で困った問題も紹介されていたため。

・ 自治体と商工会議所、市民団体が連携しての取組み、共創の取組みの参考になったため。

・

・

・

・

・

※その他：大阪府公民戦略連携デスクからの案内、知人からの紹介

３．本サロン全体の満足度について

４．話題提供（茨木市・茨木商工会議所）
　　について

箱モノにならない施設を作る際の進め方が参考になった。

現在あるものをどのように作ってきたのかが聞けてよかった。

施設を実際に見学し、担当の方に直接説明いただく機会があったことで刺激を受けた。

大変参考になったが、他の自治体に適用するのは難しい印象だった。（他１件）

回答者数9名/参加者数13名（回答率：69.2%）

2024(令和６）年度　地域連携交流サロン （2024年11月29日開催）

地域の課題解決に向けた連携の新たなカタチとは ～「育てる拠点」をハブとした市民・行政・企業・大学が共創する持続可能なまちづくり～

参加者アンケート集計結果

【上記を選んだ理由】
※とても参考になった、参考になったと回答

※設問1、2は申込時のアンケートより抜粋（回答者数13名）

テーマに興味をもったため。（他３件）

「不登校になっても孤立しないまちづくり」をコンセプトにしたプロジェクトに関わっており、その趣旨と今回の内容に共有点があるように
思えたため。

おにクルを施設として活用したイベントやそのような機会があれば、参加してみたいと思っていたため。

施設開設までの道のり、意思決定の方法、現在の課題について伺くことができ、有意義な時間だった。開庁時間も含めた役所の在り方を見
直す機会になればと思う。
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（単位：人）

1 とても参考になった 3

2 参考になった 6

3 あまり参考にならなかった 0

4 参考にならなかった 0

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 関心度の高い公民連携の事例

・ 市内地域毎における生活満足度の比較

・ 各大学の地域連携の取り組み

・

・

・

・

「研究にならなければ、先生が来てくれない」という発言があったが、自治体が希望する土木系、経済、経営などの教員について、
なぜそこまでの専門性が必要なのかと思う。個人的には、全く専門外の方の真っ当な意見というのが一番重要ではないかと思うし、
自治体も変わらなければならないのではないか。

どのような内容のサロンなのか、事前にもう少し情報がほしい。

他者の問題意識を共有できた。

他大学関係者と意見交換ができた。

質疑応答の時間が有難い。見学の時間があったので仕方がないが、意見交換の時間を多めにほしかった。

おにクル企画のプロジェクト進行の裏話を聞き、自治体サービスの考え方、方向性を見直す新しいモデルとして勉強になった。（他１件）

様々な観点が出ていて興味深かった。

大学や自治体の方の意見を生の声を聞くことができて、とてもよい機会となった。

質問ができる時間があり、ありがたかった。

５．意見交換会について

参加されていた大学、自治体の方の生の声が聞くことができ、とてもよい機会となった。

６．今後参加してみたいサロンのテーマ

７．その他、サロンの感想や上記で回答した以外の意見等

地域特性の高い質問が多かった。

意見交換（質疑応答）は人数に対して時間が足りず、少し散漫な印象だった。（他１件）

【上記を選んだ理由】
※とても参考になった、参考になったと回答
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